
平成２６年５月１６日
仙台河川国道事務所

三陸沿岸道路 南三陸道路

「磯の沢地区トンネル工事安全祈願祭」のお知らせ
～南三陸道路で最後のトンネル工事に着手～

○南三陸道路（南三陸町志津川～同町歌津間の延長７．２ｋｍ）は、宮城県内の三陸沿

岸道路がいよいよ海岸部を北進する区間で、地域間の時間短縮はもとより、津波浸水

域の回避による災害時の緊急輸送路確保や水産業等の地域産業の復興に貢献するもの

と期待されています。

○なかでも、（仮称）志津川IC～（仮称）南三陸海岸ICについては、平成28年度供用予

定として鋭意工事を進めており、この度、当該区間内で未着手であった磯の沢地区ト

ンネル（２号トンネル及び３号トンネル）が工事着手の運びとなりました。

これにより、南三陸道路の全てのトンネルが着手されることとなります。

○つきましては、被災地の一日も早い復興と工事の安全を祈念し、南三陸町長様はじめ

行政区長様等、地域の方々にもご参加頂き、下記のとおり安全祈願祭を執り行うこと

となりましたのでお知らせいたします。

※２号及び３号トンネルは隣接し、実際の掘進は２号貫通後に引き続いて３号の掘進に着手します。

今回は連続する作業となる両トンネルを一括した安全祈願祭となります。

記

１．日 時：平成２６年５月２０日（火） １１時００分より

２．場 所：宮城県本吉郡南三陸町志津川字新井田地内

（別添会場案内図：南三陸道路２号トンネル起点側坑口付近）

３．主 催：株式会社 奥村組

＜発表記者会：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会、
石巻記者クラブ、気仙沼記者クラブ＞

（お問い合わせ先）

■安全祈願祭に関すること

株式会社 奥村組 東北支店

磯の沢地区トンネル工事現場事務所

所 長 大 野 和 民

TEL ０２２６－２５－８５３１

■事業に関すること

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所

TEL ０２２-２４８-４１３１

副所長 田 口 和 弘（内線205）

工務第二課長 斎 藤 信 （内線411）
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　　　　　　　東亜リース

　　須賀神社
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至 気仙沼

至 石巻

国道４５号 磯の沢地区トンネル工事

安全祈願祭

平成２６年５月２０日（火） 午前11時から

会場
南三陸町志津川

字新井田地内

駐車場
工事用道路

2号トンネル坑口

町道

案
内
看
板
あ
り

BRT高架橋

会場へのご案内

・石巻、登米方面からお越しの場合、セブンイレブン
　より約３５０m先を左にお入りください。

・気仙沼方面からお越しの場合、BRT高架橋より
　約３５０m先を右にお入りください。

・「南三陸道路　２号３号トンネル」の看板がついた
　建物の方に進んでいただき、BRTの踏切をこえた
　先が駐車場となります。

・誘導員の案内にしたがい駐車をお願いします。

・駐車場から会場までは、自動車にて送迎します。

現地でのお問い合わせ先
０８０－２１３５－８３３８
（奥村組：担当　黒武者（ｸﾛﾑｼｬ））



南三陸道路の整備効果
効果①：災害時における緊急輸送道路の確保

◆南三陸町から⽯巻⾚⼗字病院への救急搬送件数は年々増加
◆搬送時間が短縮し、迅速な救急救命活動を⽀援

◆気仙沼港の⽔揚げ漁獲⾼は、震災以前の約６割まで回復
◆南三陸道路の整備により、⽔産物等の輸送効率化・品質
向上が図られ、主要産業である⽔産業の復興を⽀援

◆津波により国道45号等の幹線道路が通⾏⽌め
◆津波浸⽔域の回避により、緊急輸送路が確保され、緊急⽀援
物資等の輸送が可能

効果②：⾼次緊急医療施設への速達性が向上

▲津波で流された国道45号⽔尻橋

▲津波で流された国道45号歌津⼤橋

▲南三陸町から⽯巻⾚⼗字病院への搬送件数

H17：三陸道（〜河北ICまで供⽤）
H22：三陸道（〜河北IC〜登⽶東和IC間供⽤）

効果③：⽔産業の復興を⽀援

▲気仙沼港 ⽔揚漁獲⾦額推移

三陸沿岸道路開通による出荷経路の変化▲

▲南三陸町（歌津地区）から⽯巻⾚⼗字病院までの所要時間


